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　　　北，海道歌棄、郡大金鉱山金・銀鉱床調査報告

斎　藤　正　雄特

　　　　　　　　　　　R6sum6
0n　the　Gold　Silver　Ore　Deposit　inδgane　Mine，U亡asutsu－gun，Hokkaido

by

Masao・Saitδ

　　・This　mine　is　located　in　the　Neogene　Tertialy　sediments　of　green　tuffl　tuffわreccia　and

・aggIomerate　and　younger　volcanic　rocks　of　propylite，basaltic　andesite　and　pyroxene　andesiteい

　　More　than　thirty　ore　veins　of　gold　silver　quartz　veins，　occur　in　the　propylite，　and

about　ten　ore　veins　are　working．　These　ores　have　banded｝brecciated　and　drusy　structt！res，

and　contained　native　go1d，silver　minerals，ghalcopyrite．sphalerite，galena，pyrite　tetrahe－

dri亡e，quartz，barite，rhodochrosite，psilomelane　and　etc．

　　The　metallic　content　in　Au　ore　is6－99／t，in　Ag　ore60－1309／t，and　the　high・grade　of

Ad　ores　contained309／t　of　Au．Most　of　the　rich　ores　has　been　worked，but　the　remainlng

poor　ore　reserv・es　may　be　calculated　reasonably。　、

、 1．緒　言
大金鉱山り発見は比較的古く大正初期であるが，昭和

9年に日本鉱業の手奪なつてより急速に開発され，昭和

18年の金山整備までにかなりの稼行を見ている。昭和

25年現権者の所有に帰してより再開され，その生産も上

昇の一路をたどつている。今回本鉱山最近の情勢を知る、

ため，渡辺芳次とともに坑内調査を主とする附近の地質

概査を行つた。調査に要した期間は昭和26年7月の20・

日間であつたが，鉱脈の複維性と主要鉱体の過孚が探掘

しつくされて，鉱況を察知するのに極めて困難であつ

た。しかしその後の室内研究により大略の結論を導き得

たので，域下にその結果を報告する。なお現地調査中に

種々の御便宜を煩わした大金鉱山藤原・蔭山の諸氏に深

謝する。

　　　　　　2．鉱　 区

登録番号：　　後志國採登第50号他5

鉱種名：　金・銀・銅・錯

鉱業権者：　　東京都千代田区丸の丙1の6

　　　　　　　　　日本精鉱株式会祉
鉱区所在地：　後志國歌棄郡熱郭村字作開

鉱山事務所：　後志國壽都郡樽岸村字湯別

　　　　　　　　日本精鉢大金鉱業所

　　　　3．位置および交通
本鉱山は後志國歌棄郡熱邦村で，函館本線上目名駅の　1

巻北海道支所

北西方直距離6km，壽都線湯別駅の東方直踵離5．5k鞭

にあつて，朱太川の支流なる金ケ沢上流海抜600飼70ひ

m附近に位置する。現地に至るには湯別駅で下車し

て，徒歩2時間牛を要する。ただし1日選鉱場までの3。5

k血は坦々たるトラック道路が通じ，それより山道滑い

に3．5km登らねばならないが，山元より下る場合は2

時聞足らずで湯別駅に到着する。なお山元・旧選鉱場闇

は索道：輸邊をなしているo

4．沼　 革

大正2年蔭山亀太郎の発見になるが，稼行に蒲手し姶

めたのは昭和6年からで，同9年日本鉱業株式会杜の手

に移つてより鏡意探鉱に努あ，本鑓t西谷鑓・三号鑓等

10数條の鉱脈を相次いで発見し．た。昭和10年に日産

150t処理の青化製錬所を設置し，日立鉱山へ邊鉱して

いたが，昭和18年の金山整備で休山の止むなきに至つ

た。昭和24年帝國鉱業開発株式会肚が再開に乗、り出し

たが，同25年4月に現権者がこれを買牧し，残鉱処理・

とともに探鉱を併せてかなりの威果を挙げて現在に至つ

た。この間露頭探鉱および坑丙探鉱により多くの鉱脈を

見出し，坑道は地表面より30mごとに7レベル掘進　　　．

し，さらに．中段坑道をも設け，各切羽よりの探掘鉱石は大』

漏斗によつて下120m坑より出し，索道にて製錬所に

邊つていた。すでに坑道延長は30kmに近く，採掘方

法は上向階段掘をなしてきた。臨和7年より同17年ま

での出鉱量は20数万tに蓬し』，その品位はAu4．1’》

15。49／t，Ag72～2279／tであつた。
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地質調査所月報　（第4雀　第7号）一

・瀞　砿1傍爵頭

第1圖　大金鉱爵地質圖

5．．、地形および地質

本地域の中央を西流する金ケ沢を取り雀いて，天狗山

〈839．6m）を含む海抜700mを越える分水嶺がある。山

1元より旧撰鉱場に至る間は地形比較的急峻で，谷も深く

刻まれて肚年期の地貌を呈しでいるが，これより西方は

急に開けて広範な段丘地幣を形成し，壽都湾に接する。

　当地区山地体を構成する地質は新第三紀暦および火山．

岩類よりなつている。新第三紀暦は下部が訓縫暦群の緑

色凝荻（角礫）岩を主とする凝友質泥岩暦で・上部は黒松

丙層群の集塊岩を主とする泥岩暦であるが1元山鉱床附

近では下部暦のみが見られ，その走向傾斜は明らふでは

ないが，　大田各NS　l走向で東に60～70Q傾く　よ　うであ

る。火山岩類どしては変朽安山岩・両輝石安山岩および

普通輝石安山岩があ』る（第1図参照）。

　変朽安山岩は元山鉱床附近に限られ，恐らく凝友角礫

・岩に引き’続き噴出レたと，思われるもので，緑色で1部集

塊岩状をなし，珪化の進んだ部では友白色を呈する。斑一

晶として斜長石・斜方輝石があるが，一般に斜長石は方

解石・絹雲母・曹長石・緑泥石等に変じ，斜方輝石は褐

色の多色性を示すが，絹雲母化・緑泥石化することが多

い5戸基は析木獄畢石の間隙を粒歌輝石・礁鉄鉱等が埋

めているが，これらも緑泥石・炭酸塩鉱物・絹雲母に変

ることカ≒多・い○

　両輝石安山岩は元山附近のやや下流寄りに見与れ，新

第三紀下部層および変朽安山岩を貫いて集塊岩暦に被覆

ざれている・蔽鰍密℃斜長石嘩斜輝石●斜方齢
石の斑晶を有し，石基は析木歌長石間に輝石・磁鉄鉱が・

あつて填間石理をなしている。めずれの輝石もしばしば

緑泥石化・絹雲母化しており，斑晶一斜長石は双晶は発

蓬するが累帯構造はほとんどなく，An70－75附近で，

局部的に絹雲栂化していることがある。

1普通輝石安山岩は区域の南部山嶺より南谷にかけ一幣

に発達する熔岩流で，黒色堅緻であつて，斜長石・箪斜

輝石および僅か匠斜方輝石の斑晶を有する。石基は斜長，

石・輝石’・磁鉄鉱およびガラスの翼聞石理を…呈してい

るo

6．鉱床概説

　本鉱山の鉱床は変朽安山岩中の裂罐を充填した石英脈

群で，すでに30條に余る発見があり，主脈のみでも1σ

條似上が知られている。これら鉱脈の走向は大略NNW

よりEWに開いて放射歌に走るものと，これに直交す

るものとの2群に大別され，一般に70・》80Qの急傾斜

をなす（第2図参照）。各鉱脈の延びの長さの最大は

600m，傾斜延長の最大は180mで，脈幅の手均は0。7

～1．2mである。・ただし主要鉱体の過宇は採掘しつく

’され，留わく，崩落等によつて現在調査でき5るのは

西谷鑓・西呑上盤鑓・九号鑓と，新たに開発された竜昇

鋭・大漏斗鑓・亀ノ甲鑓で，その他に局部的ではあるが
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北海道歌棄郡大金鉱山金・銀鉱床調査報告　（斎藤正雄）
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本鑓・三号鑓・一号鍾・二号鑓・四号鑓・八号鑓・十九

号鑓・二：十号鑓が見られる（第3図参照）。

　鉱脈の分岐・膨縮・轡曲性はかなり罪達すること炉あ

り，もつとも大きなものとして西谷鑓の分岐脈に西谷上

盤鑓およぴ九号鑓がま）る。これら多数の鉱脈は2，3の例

・外はあるが，大略高低差30～20mごとの9段の坑道に

よつて探鉱・採掘され，鉱体の規模もほぼ確められてい

る。すなわち上部より上45m・上30m坑・Om坑・

下30m坑・下60m坑・下70m坑・下80m坑・下

100m坑，下120m坑がそれであるQ
　鉱脈を構成する金属鉱物には自然金・銀鉱物（主とし

て輝銀鉱）・黄鉄鉱・黄銅鉱・閃亜錯鉱・方錯鉱等がある’

が，これらの賦存歌況は箇脈マよつてかなりの差違が認

やられる・金の含有は黄銅鉱・方錯鉱の量に比例して多

くなり，閃亜錯鉱・黄鉄鉱とは反比例するようである。

また概して鉱体の地表に近い部すなわち下30m坑地並、

附近より上蔀は酸化体をなし・それより下部は不葎体を

なしているQ

　F母岩である変朽安山岩の節理およぴ母岩中の細脈6粘

土脈・断暦に関しては，可能な範囲の坑丙調査により第

5図のような地質鉱床図を作成した。その結果』しり得た

母岩の構造は極めて複雑であつて，それらの通有性を断

定することは困難であるが，大略の特質を述べると次の

通りである。すなわち（i）母岩の節理はN45～75。W

の走向で，北もしくは南に60’》700傾斜するものが多

い。（ii）細脈ないし粘土脈はN20QW前後の走向で，

東に急傾斜するもりがもつとも多く，次いでN500W《’

EWの走向で北に急傾斜するもりが多い。（iii）断暦は

N20’》500W。およびN70’》800Eの走向を有して，北

に傾斜するものが多く，時にEW走向で南に傾くこと

もある。以上の細脈あるいは断層めすべてが同時期に

生じたとは阪らないが，その相互関係を求めれば，細脈

および粘土脈は母岩の節理，もしく嫡断暦とかなり異な

つた方向性を示し，また節理と断暦は比較的類似性があ

るが，多少その方向にずれを有す・この結果より本鉱山

主要脈との関蓮性を考察すれば，細脈・粘土脈の多くは

NNW～SSEに走る本鑓・八号鑓に類似し，断暦はNW

～SE方向の西谷鑓・九号鍾およびこれに直交する「号

鑓・三号鑓・五号鑓等に類似している。節理は鉱脈生成

にはほとんど関係がないよ5である。，

　母岩である変朽安山岩の鉱床生成時における変質とし

ては・有色鉱物はすべて緑泥石・緑簾石・方解石・石英・

絹雲撮等に変り，斜長石はまつたくカオリソ・曹長石・

炭酸塩鉱物・絹雲冊化しており，石基には線泥石化・炭

酸塩化．◎珪化・絹雲母化・黄鉄鉱化等が見られる。すな

わち総体的に粘土化・炭酸塩化・珪化作用，僅かに黄鉄

鉱化作用が行われ西ものと考えられる。

7．鉱床各読

　上記各鉱脈について以下観察でき得た諸点を概記す

る。ただし主要脈でも局部的に調査した場合が多いの

で，これらを系統的に述べることは困難である。

　7．1P西谷鑓
　本鉱山のもつとも主要な脈の1つで，これより李行に

分岐した西谷上盤鑓・九号鑓・竜昇鑓および九号鑓よη

分れたと思われる大漏斗鑓等が，現在稼行の対象として

採掘されている。酉谷鑓の鑓押薙長はN30’》60。W

に350m，傾斜延長はNE850に180m，脈幅1ん2m．

で，準均品位は金259／t，銀は金の10倍程度であり，富

鉱体は北にほぼ600の落し、を有しているが，その大孚は

探掘しつくされている。本鉱脈の特匹を述・ドると，上部

では劣勢で湊）るが下60m地並附近になると脈幅も広く

富鉱体を形成し，重晶石・方錯鉱をかなり含むようにな
一
る
。
これより下部では黄銅鉱を共俘して重晶石も著しく

増加し，菱マンガン鉱も見られ，漸次黄鉄鉱・黄銅鉱・

閃亜錯鉱をも増して，下，gqm地乖では閃亜錯鉱・方錯

鉱結晶の集合体をなすこともある。120m地並に至ると
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職海道歌棄郡大金鉱山金・銀鉱床調査報告　（斎藤正雄）
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第4圖　大金鉱山主要鉱脈立膿断面圖

西谷鑓の下70m地並附近より分岐した雫行脈で，そ

の走向延長は：N50～700Wに100m，傾斜延長はNE

70蘭80。に40mを越える。脈幅の膨縮が激しく平均

して西谷鑓より細いが，鉱石品位はむしろ高く，一般に

塊歌をなして硫化鉱物に富み，焼けがはなはだしい。組

成鉱物に石英・重晶石・閃亜錯鉱・方錯鉱・黄銅鉱・黄

．鉄鋸・菱マソガン鉱等の見られることは西谷鑓と同じ

で，鉱脈の上盤寄りでばしばしば石英重晶石幣をなして

いる。下80m地並では黄銅鉱が壇加し，閃亜錯鉱は漸

減して，下100m地並附近より下部は急激に脈勢が劣
＞、プ‘

えQo

7．3竜昇鑓
他鑓との関係は明らかにし得ないが，鉱脈の位置と性

質と，より推して，西谷上盤鑓と九号鑓の中間性のもので

あると思われる。下60m坑でその鑓押延長N45。W

に12m，傾斜は：NEに800で，15m掘上》うている。

掘上探掘現場附近では脈幅50cmで，上盤寄り10cm

がぎらめ歌の脆弱な石英，中央部が硬質石英，下盤寄り

が含重晶石英となつている。この脆弱石英部と硬質石英

部との間に，皮殻歌ないし亀甲状のいわゆる銀黒帯があ
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北海道歌棄郡大金鉱山金・銀鉱床調査報告　（斎藤正雄）

　’つて，一黄銅鉱・黄鉄鉱とともに微量ではあるが，各種の

　銀鉱物を含んでいる。

　　7．4瓦号鑓
　　西谷鑓の上30m地並附近より分岐した鉱脈で，NE

　70璽の傾斜で下120m地並まで蓬しており，その走向
　延長は：N30・》500Wに300mで・ある。耶均脈幅ぼ

　，50・》70Cmで鉱石品位やや劣り，淡青白色の石英脈ない

　し石英重晶石脈で極めて脆く，小塊欣に陣け易い。・富鉱．

　体の落しは西谷鑓に同じく北に60Qであり，その大孚は

　稼行されている。組成金属鉱物として蘭亜錯鉱・方錯鉱・

　黄銅鉱・黄鉄鉱・菱マンガソ鉱等よりなり，下120m地、

・並敵ると葵ソガ泓および閃磯鋤外の硫化勤

　はほとんど見られない。

　　7．5　大漏斗鑓
　　．他脈との関係は不明であうが，九号鑓にほぼ直交して

　N35Q　E方向に50mの延びを有し，：NWに700傾斜

　　している6主として下60m坑地並に見られ，下80m

　までは確認されているが深部には見込まれない。脈幅は

　20’｝40cmで，鉱脈の中央部に縞状の筋を有する緻密質

　石英を挾んでいるのが特徴である。一般に上盤寄りの石

　英は黒色を呈し，黄鉄鉱を主とする黄銅鉱・閃亜錯鉱・

　方錯鉱を含む。

　　7．6本鐸
　　i過去に・おいてほとんど採掘しつくされた主要脹で・そ

　の走向延長はNIG～209Wに6りOm，傾斜延長はN寧
　75＿85・に150m，脈幅は膨縮分岐に富むが大略G．4一・

　1．2m宅，時には4mを越えることがある○鉱石の李

　　均品位はAu139／tで，銀は金のほぼ1G倍である・富

　鉱体はSSEほぼ35。の落し。を有するようである。組成

　鉱物に酸化マソガソを含む特性があり，石英は褐色多孔

　　質のもので，重晶石および黄鉄鉱は筐少であるが，輝銀

　鉱・閃亜錯鉱・方鉛鉱および氷畏石は：普遍的である。概

　　して下30m地並より上部の脈勢が発達し，下60m地．

　　並以下になると品位が下り，脈幅も漸減する。なお下部・

　　では重晶石がやや多くなり，，菱マンガソ鉱も含んでくる

　　ようである。

　　一7．7三号鑓
　　西谷鑓・本鑓と≧もに3大主脈の1つで，その大牛は

　　稼1赫れた。本鉱山鉱脈中一号鑓二号鑓等とともにも

　　つ鈍初期に生成されたと思われるもので，西樋およ、唱

　『び本鑓をもたらした断暦によつ℃かなりのずれを生ぜ

　　しめられている。鉱脈の延びは．N45～50QE方向に350

　　m，傾斜延長ば：NW50飼600に100m，脈幅の膨縮は

　　少な一く『1｛’1．5mであつて，品位は比較的低いQ富鉱体

　　の落しは地表近くでは緩く深部に急で1ほぼ西に30～

700である。組成鉱物と、しては石英のほかに重晶石・黄

鉄鉱・方錯鉱・閃亜鉛鉱が普遍的であり，黄銅鉱ば比較，

的少ない。露頭部β付近では閃亜錯鉱・方錯鉱ととも一に僅

少の四面銅鉱が認められ．下80m地並以下になる詮脈

勢劣え1重晶石・黄銅鉱が増加し，菱マソガy鉱も漸次

多くなる。

7．8醐号鑓監
走向延長は：N60。Eに100mで，傾斜延長嫡、癒Om，

に蓮し，脈幅は40《ゾ70cmである。富鉱体は下30血地

並上部に見られ，その落しはほぼ西に50。で11三号鑓

のそれとまつたく一致する。含金品位は10g／tを越す

が，大孚は探掘してつくされた5一号鑓の西翼の限界は

本鑓附近にあつたよ5で，本鑓より西側にはでておらな
『
い
○ 組成硫イヒ鉱物として閃』亜錯鉱・方錯鉱・黄鐡等が

認菊られるがいずれも極あて少ない。

　7．9＝号鑓
　一号鑛と伺檬に本鑓附近を限界として・東方にN即

～85。Eの走向と，NWに50。の傾斜を有し，鉱脈の、

朕況および組成鉱物も一号鑓に類するが，その規模・品

位は落ちる。

　7コ〇四号鑓
、一般走向延長はN70。Wに250m，傾斜延長はNE

800に150mで，脈幅は0．5’》1mとなつて郭り，本鑓

の東側に胚胎するものとしては比較的まとまつて粧る。

品位もOm地並域下でAu　lo9！tを越える部が多％

組成鉱物は一峠号鑛・二号鑓に類似する。

　7．11十九号錘

　Om地並において見られるのみで，他鑓との関係は萌

らかにし褥ないφ最近探鉱と採掘を考慮してい．る。，断暦

によつてずれを生じズいるが，大略の走向延畏はN75QE

に50mで・NWに・与9～60。傾V’ている・・脈幅は20～・

50cmを普通として；時照7Gc卑にi達するが・この郡の

李均品位はAu299〆t・Ag3149／tである・鉱脈嫡堆嫉

の多い褐色脆弱石英と緻密質石英とからなり，・酸化マソ

　　　　　　　　　　　　　　　ヤガソを俘い，僅かに閃亜錯鉱』・方錯鉱・黄鉄鉱，稀に四

面銅鉱が見られる。

7．12八号鑓
下60m地並にのみ見られ，本鍾と並走してN20。W

の走向と，SWに800の傾斜を有し，・脈幅は120醒30己ml

である。品位はAu59／t以下のもので鉱体も小さいる

組成鉱物にば石英の他に黄鉄鉱・閑亜錯鉱がかなり含ま

れ，次いで黄銅鉱・方錯鉱が見られる。

7．13亀ノ甲鑓
最近の発見になるもので，弛鑓との闘係は明らがでな

いが，ほぼ本鑓に軍行しており1．また一号鑓に沼う断暦

19一（443）
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に曳きづられている。確められた走向延長は餌20～

450Wに20m，傾斜延長は：NE45～550に20mで，
現に．上30m坑および上45m坑において採掘されてい

る。脈幅は40～70cmで，時に3mに建し，鉱体の規

模としでは小さいが品位はかなり良好である。一般に鉱

体は酸化もしくは褐鉄鉱化して鵜色を呈し，鉱賑の中央

部はやや縞状を呈する石英で・下盤寄りおよび上盤寄り

に特徴ある皮殻歌ないし亀甲肌の高品位部を存する。組

威鉱物としては石英の価に重晶石・酸化マソガソ鉱が見

られゲ亀甲歌部には輝銀鉱を主とした蝶鉱物を含み，方

錯鉱も多く，少量の閃亜錯鉱・黄銅鉱も叢在している・

　　　　　　　8．鉱　　石
　本鉱山の鉱石構造には縞歌・角礫状・・晶洞等が見られ．

るが，総体的には不規則な塊状を示すことが多い。縞歌一

構造をなすものの1つに，亀ノ甲鑓および竜昇鑓で見ら

れるようにいわゆる銀黒帯が石英脈中に並走しており，

しかも累被して特有の亀璃伏を呈している部がある。舜

鵯礫構造は余り見当らないが，僅かに母岩の角礫を石英ガ

膠結しているのを見かけることがある。晶胴の内面には

石英の良晶が発蓬するが，重晶石板歌結晶もしばしば見

P受けられる。　　．

　鐸辰を構成する組威鉱物には自然金・銀鉱物（輝銀鉱。

濃紅銀鉱・デスクラサイト・脆安銀鉱等）・黄銅鉱．・閃亜

錯鉱・！方錯鉱・黄鉄鉱・四面銅鉱の他に脈石として石

英・重晶石・菱マソガン鉱・硬マソガソ鉱等がある。こ

れら諸鉱物の晶出関係は，本地域に発達する鉱脈群が極’

めて輻較していて，その鉱化過程に少なくとも2回以上

が考えられるので，それらを一律に判断することは困難

であ恥ただし大略の傾向として嫉石英が最初から最後

まで晶雌繍難鑓雍噛るが〃まぼこ纏準
じ，次いで閃亜錯鉱・方錯鉱横銅鉱さらに鑑物・

金・四面銅鉱が続き，硬マソガソ鉱・菱マソガソ鉱をへ

て，最後に重晶石・石英で絡つている。．

、上記組成鉱物のおもなものについて，その特徴を瓶記

　　　　　　　　　　　　　　　　　　■．
すれば次の通りであるo　　　　　’

　自然金は研磨面において見られる輝黄色微粒のむの

で，概して黄銅鉱に関係し，黄銅鉱と閃亜錯鉱および方

錯鉱との接触部附近に存しておう，石英脈中もしくは黄

　　　　　　　　　　む鉄鉱に関係して見られるものは塵少である。

　銀鉱物にはかなり多くの種類があるが，産出箇所は限

定されるoもつとも多く見られるのは輝銀鉱で，銀黒の

　　　　　　　　　　ヤ大部がこれであることもあつて常に不定形をなし，てい

るdこの他に濃紅銀鉱・デイスク牙サイト・脆安銀鉱が

認められたが，ポリバス鉱・ミ、アルヂライト等も知られ

ている。いずれも亀甲駅幣中に黄銅鉱・方錯鉱もしくは

石英と共生して微粒歌をなしており、，濃紅銀鉱は帯紫炭

色，デイスクラサイトはやや明るい感じの淡黄荻色，脆

安銀鉱は反射率中位の友色である。

黄銅鉱は：普遍的に見られるもので・粗粒ないし細粒の

他形を示し，その周縁部附近に自然金をしばしば含み，

黄鉄鉱・閃亜錯鉱・方錯鉱等を取ゆ込むことも少なくな

い。また二次的に銅藍・斑銅鉱等を生じていることがあ

るo

　閃亜鉛鉱・方錯鉱も広範囲に見られるが，特に西谷上

盤鑓・九号鑓に多産して，錯亜鉛鉱となつている場合が

ある。閃亜錯鉱は，しぽしば黄鉄鉱を包裏し，方錯鉱に

交代され，また時には両者ともに黄銅鉱に交代されるか・

貫かれる。

　黄鉄鉱は比較的少なく，他形な“し白形細粒で，石菓1

脈中に散点するか湊）るいは黄銅鉱・閃亜錯鉱中に取り込

まれており，時には閃亜錯鉱を包i裏することもあるo、

　四面銅鉱は極めて僅かであるが1方錯鉱・閃亜錯鉱と

密接に件つて壼する。

　石英は一般に緻密なるものと脆弱なるものとに分けら・

れるが，さらに菱マンガン鉱と集合体をなすもの，玉髄

質のもの，晶洞中に美晶をなすもの等がある。概して粒．

歌構造をなし，時に羽毛歌・櫛状・噛合い構造が見られ・

る。粒状構造をなすものでは縁辺部が汚染されているご

とが多く，しばしば火焔歌潜次を示す。

　重晶石は湯歌をなして石英に俘りて出るのを常とする

が，時には石英脈中もしくは晶洞の内面に0．5～1cm程・

度の板状結晶の集合として産する。

　菱マソガン鉱もかなりの範囲に見られるが，比較的鉱

体の深部に石英と共産する場合が多いようである。礎マ

yガン鉱は区域の南方である南谷の下60m地並コ十号

鑓こ，暗鋼色の不規則幣状をなして石英脈中に産する。

　　　　　　 9。品位および鉱量

鉱石品位に関しては鉱床各読の項でその概略を記した・

が，各脈の平均品位はAu6～99／t，Ag60～1309／t程一

度であつて，これらの富鉱部においてはAu109／t以上

40g！tに達する。現に稼行の対象となつているのは西谷・

上盤鑓・九号鑓・大漏斗鑓・竜昇鑓兜亀ノ甲鑓等である

ので，主としてこれらより操取した試料を大金鉱業所分・

析係に依頼した分析結果を一括表示すれば，次の通りで　一

ある。

鉱量については各鑓とも過去においてその過牛が操掘

され，現在入坑可能の範囲内で残存鉱量を推定すること

は困難である。ただし再開後に亀ノ甲鑓・大漏斗鑓・竜1

昇鑓の如き優良鉱脈の発見が相次いでいるので，今後の

探鉱次第でかなりの鉱量増加の見込みがある。かつ既蛾
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　　　第6圖　大金鉱山主要鉱脈の富鉱盤
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備　　考

鉱脈でも五号鑓等のPような品位をAu59／t程度に落せ

ば，莫大な鉱量が望めるので，将来に相当の期待を残し
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　　一
ているというべき’であろうQ

21一（445）



10．現　　況

地質調査所月報　（第4巻第7号〉

　昭和24年6月に再開してより，昭和26年3月までの

出鉱実績は886tで，槍牧品位の軍均はAu36．69／t，

Ag3209／tとなつている。当初は國富鉱業所・日立直島

製錬所へ，最近では尾去沢鉱業所へ邊鉱中である。現に

旧坑の取り開け改修，新鉱脹の発見および新発見鉱脹の

鑓押探鉱と探鉱に主力を注いでいる。，すなわち上30～

45m坑の亀ノ甲鐘，・下70m，80m，1GOm坑の西谷上

盤鑓下60m坑の大漏斗鑓がそのおもなものであり，こ

の他下30m坑十九号鑓鑓押，大漏斗鑓の上下部の鉱況’

および’ド180m坑の本鑓・西斧鑓・三号鍾の訣況の究

明を考慮中である。採鉱は手掘にてなし，探鉱は主とし

て75fPおよび45蛋Pコンプレッサー各1台により穿岩機
’
を
利
用 している。

11．結　　言

　本鉱山の鉱床は主として変朽安山岩中に30余條の石’

英脹として知られ，主要脈でも10を越えている。これ

わ鉱脈の分布は放射歌に配列するものと，これに直交す一

るものとの2群に大別され，鉱脈生成に関係する母岩の

断層裂鐸には少なくとも2期が考えられる。鉱脈の走慮

延長の最大は600m，傾斜i延長の最大は180m・で，脈：

幅は0．7～1．2mを普通とする。主脈の富鉱体の落しは

西谷鑓・九号鑓は同じく北落し，本鑓では逆に南落し，

一号鑓・三砦鑓・五号鑓はすべて西落しである。母岩の

節理と断暦は地較的類似性があるが，これらも母岩中み

細脈あるいは粘土脈とはかなり1異なつた方向性を有す

る。鉱脈を構成する組成鉱物には一般的な金属鉱物とし

て自然金・銀鉱物・黄銅鉱・閃亜錯鉱・方錯鉱・黄鉄鉱1

，等があり，脈石鉱物には石英・重晶石・菱マソガン鉱等

があるが，これらの賦存歌況は箇斯によつて相当の差違

が認められる。鉱石の弔均品位はAu6～99／t，Ag60飼・

1309！tであり，一最近の稼行の対象となつている西谷上、

盤鑓・竜昇鑓・大漏斗鑓・亀ノ”甲鑓では・その邊鉱品位．

Au30g！t，Ag300g／tを上廻つている。金の含有は黄，

銅鉱および方鉛鉱に関係し，閃亜錯鉱あるいは黄鉄鉱と

はむしろ相反するようである。なお優良鉱脈発見の可能ズ

性もあり，今後の操鉱次第で相当量の鉱量増加の見込み

がある。

　　　　　　　　　　　　　（昭和一26年Z且調査！

ノ

隻
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